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1.はじめに 
 プレートガーダーで最も多い腐食損傷箇所は，せん断力が卓越する支承部付近である．したがって，腐食に

よるせん断強度への影響を把握することは工学的重要課題といえる．そこで本研究では，プレートガーダーの

残存せん断耐力に対する腐食の影響を把握するために，約 100 年を経過し激しく腐食しているリベット桁を用

いて，支承部およびウェブ，フランジの腐食状況を測定し，せん断載荷実験を行って，腐食減肉がせん断耐力

に及ぼす影響について調べた． 
2.試験体板厚                      

 腐食量を把握するために試験体            表 1 板厚計測結果 
表面の座標データ測定を行った．

三次元測定機によって試験体表面

の座標値を測定し，等間隔の格子

点データに修正した結果から板厚

を求めた．                                                

表１から，ウェブはフランジ,
エンドプレートに比べて腐食量が

少ないことが確認される．   
3.実験概要 
 腐食したリベット桁から支承部を切り 
出して図 1 に示すような載荷供試体を作 
成した．図には，載荷位置も示す． 

4.実験結果 
荷重は鉛直補剛材上に載荷したが，最

終的には上フランジがねじれて崩壊した． 
図 2 に荷重-たわみ関係を示す．せん断

変形を考慮したたわみの理論値と実験値

を比較すると，ウェブの平均板厚 t=9mm
を適用すれば理論値が実験値とほぼ一致

する．試験体のたわみは，ほぼせん断変

形によると考えられるので，腐食後のせ

ん断変形はウェブの平均板厚で評価可能 
と思われる．                                      
 実験では載荷位置がウェブ直上でない（偏心がある）ことも考えられたので，FEM 解析により偏心（25mm）

の有無を考慮した解析も行った図２にその結果を示すが，偏心の影響はほとんどないことがわかる．解析結果

の剛性が実験値より高くなったのは，L 型アングルが設置されている箇所の板厚を，L 型アングルの板厚とウ

ェブ，フランジの板厚を加え合わせて一枚の板として扱ったためと推察される． 
図 3，4 に荷重 1000kN，1741kN での実験値とはり理論によるせん断応力分布を示す．実験値はウェブ板厚

ｔが試験体のウェブ平均板厚である 9mm を用いたせん断応力分布に近い．他の荷重状態でも同様であった．

これより本試験に用いた試験体のウェブのように，腐食がそれほど進展していない場合には，ウェブに発生す 
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健全時板厚 
tmax (mm) 

平均板厚 
tavg (mm) 

腐食量 
ｚ(mm) 

最小板厚 
tmin(mm) 

標準偏差 
σｔ 

ウェブ 10.00 9.00 1.00 0.07 0.58 
上フランジ 1 10.50 7.73 2.77 0.00 2.22 
上フランジ 2 10.50 8.49 2.01 0.38 1.66 
下フランジ 1 10.50 8.68 1.82 2.81 1.29 
下フランジ 2 10.50 9.51 0.99 4.50 0.84 

エンドプレート 12.00 10.58 1.42 5.53 0.83 
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るせん断応力はウェブの平均板厚で評価できるものと考えられる． 
 図 5,6 に荷重 1000kN，1741kN での 
主ひずみの大きさと方向を示す．図 5,6 
から荷重 1741kN（最高荷重時）でも主 
ひずみの方向には大きな変化は認められ 
ないことがわかる．もしも，ウェブがせ 
ん断座屈すると主ひずみの大きさや方向 
に変化が起こり，ウェブ面外たわみは張 
力場の影響を受けるはずである．しかし 
今回の実験では，その傾向は明確ではな 
いため，せん断座屈は発生していないと 
判断される． 

 

図 2 荷重-たわみ関係 
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図 3 荷重 1000kN せん断応力分布              図 4 荷重 1741kN せん断応力分布 

       
図 5 荷重 1000kN 主ひずみ図           図 6 荷重 1741kN 主ひずみ図 

5.まとめ 
1) 本試験体のようにウェブパネル全体が一様に腐食しているような場合，プレートガーダーの残存せん断強

度を評価する指標として、ウェブパネルの平均板厚を使用することが可能と思われる． 
2) 有限要素解析によるリベット構造の扱いについては，今後検討するつもりである． 
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